
麟
究
の
柔

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
七
同
）

　
　
　
　
第
十
三
支
　
　
　
輪

　
普
通
此
の
字
を
書
く
様
だ
が
、
中
村
博
士
は
枝
輪
の
字

彫
用
ひ
て
居
ら
れ
る
Q
支
は
枝
の
路
か
も
知
れ
な
い
。
支

輪
ビ
は
、
一
垂
直
面
に
あ
ら
ざ
る
高
さ
の
異
な
れ
る
二
つ
の

季
春
せ
る
水
毒
材
の
間
を
蓮
博
論
縫
す
る
爲
め
に
用
ゆ
る

材
で
、
構
造
上
に
何
等
關
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
Q
文
句

で
は
い
や
に
判
り
に
く
い
が
圖
を
見
れ
ば
直
に
割
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
支
輪
は
＋
日
代
は
「
須
理
」
ビ
童
抜
い
た
、
「
合
須
蹴
板
捌
値

拾
陸
鵡
遷
餐
ご
（
大
欝
本
貯
交
書
闘
、
第
三
五
三
頁
Q
爾
同
書
櫨
堆
二
山
ハ
五
、
二
山
ハ
山
刀
百
公
参
昭
…
）
の
須

図
板
ご
は
、
今
い
ふ
支
輪
板
の
事
で
あ
る
Q
又
た
「
駆
利
」

　
　
　
第
二
ハ
巻
　
　
　
研
鹿
九
の
㏄
茱
　
　
　
n
口
本
｛
自
鷺
潤
築
研
究
の
栞
（
第
七
四
）

工
學
博
士
天
　
沼

俊

一

ご
書
い
π
も
の
も
あ
る
。
「
佛
登
山
紫
檀
作
、
在
高
藍
、

　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　

佛
上
翠
堅
利
、
組
入
天
弁
云
云
し
（
古
今
厩
鐘
抄
三
層
院
記
事
）
の
二
上
に
堅

利
を
爆
ぐ
ご
は
、
藍
綬
の
上
の
天
井
が
折
上
に
な
っ
て
み

て
、
支
輪
が
用
ひ
て
あ
る
の
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。

　
最
も
言
言
の
型
は
断
面
方
形
の
少
し
古
曲
し
た
木
を
若

干
の
危
言
に
並
べ
、
其
間
に
縫
に
板
を
張
っ
た
も
の
で
あ

る
。
此
面
は
飛
鳥
時
代
か
ら
今
日
迄
、
た
い
時
代
に
よ
っ

て
型
が
少
し
獲
つ
た
書
け
で
、
千
三
百
年
間
大
し
た
異
ひ

は
な
い
。

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
飛
鳥
時
代
の
は
洪
隆
寺
金
堂
に
あ
る
（
第
四
十
圖
◎
）
、

　
　
　
　
　
　
醗
琳
三
　
號
　
　
　
一
四
五
　
　
（
四
六
九
）



　
　
　
鳥
山
ハ
巻
　
　
　
研
究
の
㎝
茉
　
　
　
湾
本
陥
自
建
築
研
究
の
～
茶
第
七
醐
ハ
）

四
角
な
木
で
蒲
上
の
方
で
少
し
内
方
に
轡
離
し
て
み
る
。

同
金
堂
内
天
蓋
の
は
四
角
な
眞
直
な
木
を
用
ひ
て
あ
る
。

　
び
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
奈
良
時
代
前
期
の
は
他
に
な
い
か
ら
、
い
つ
も
同
じ
も

の
だ
が
鷹
師
寺
東
塔
を
引
合
に
出
す
。
其
初
重
内
部
の
は

重
く
て
練
直
、
だ
か
ら
ま
る
で
頃
含
の
丸
太
を
切
っ
て
並

べ
た
礎
で
あ
る
。
海
龍
王
寺
五
重
小
確
の
こ
、
法
隆
寺
金

堂
内
妻
夫
人
厨
子
天
蓋
の
ご
は
、
矢
張
四
角
な
棒
で
あ

る
。

　
ヘ
　
　
へ

　
後
期
に
な
っ
て
も
大
し
て
差
は
な
い
。
前
期
ご
同
じ
様

に
内
か
外
か
に
多
少
轡
曲
し
て
み
る
丈
け
で
あ
る
（
第
四

十
圖
＠
）
。
　
庖
招
提
寺
講
堂
の
は
重
ん
ご
四
角
な
棒
に
近

い
（
第
三
十
㎜
圏
⑧
㌔

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
応
安
前
期
も
喉
一
の
室
生
寺
五
重
塔
の
例
に
よ
る
ご
前

同
断
、
但
し
支
輪
は
軒
に
あ
る
如
け
で
内
部
に
は
な
い
。

　
ヘ
　
　
へ

　
後
期
に
な
る
ご
實
例
は
澤
山
あ
る
。
第
四
十
一
圖
㊦
の

は
少
し
立
っ
て
る
る
が
、
第
四
十
二
圖
㊨
は
殆
ん
ざ
垂
直

に
立
ち
、
上
で
内
方
に
轡
罪
し
て
み
る
。
こ
れ
を
法
隆
寺

　
　
　
　
　
　
盤
謝
一
二
鞭
瓢
　
　
　
一
四
山
ハ
　
（
四
七
〇
）

金
堂
や
卵
嚢
寺
東
塔
の
天
井
の
夫
れ
に
比
較
し
て
み
る
ご

大
分
の
差
が
あ
る
事
が
誰
れ
に
で
も
分
る
。
即
ち
時
代
が

降
る
程
漸
く
立
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
同
圖
⑧
は
鳳
鳳
堂

の
天
蓋
の
で
あ
る
が
、
同
じ
天
蓋
で
も
法
隆
寺
金
堂
内
に

禺
っ
て
あ
る
も
の
、
内
側
に
あ
る
四
角
な
棒
の
様
な
三
三

ご
、
此
れ
ご
は
ま
た
大
落
な
相
蓮
で
あ
る
。
鳳
風
堂
天
蓋

の
は
支
輪
及
び
支
輪
板
に
、
蝶
（
蛾
？
）
や
着
駅
花
唐
草
の

螺
釦
又
は
彩
色
の
装
飾
あ
る
の
は
誰
人
も
知
っ
て
み
る
が

支
．
輪
其
物
の
形
如
何
は
左
程
注
意
さ
れ
て
る
な
い
…
榛
で
あ

る
。

　
モ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち

　
鎌
倉
時
代
に
な
る
ご
分
づ
大
藩
六
種
あ
る
。

　
（
一
）
Q
断
面
不
墾
の
長
方
形
を
な
せ
る
も
の
（
第
四
ナ

三
圖
㊧
）
。
　
但
し
此
種
は
重
代
で
初
め
て
出
來
た
の
で
は

な
く
、
當
初
か
ら
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
．
弓

　
（
二
）
。
轡
、
曲
せ
る
側
に
猿
噸
面
を
取
っ
た
も
の
（
同
圖

⑤
）
。

　
（
三
）
。
中
央
厚
く
上
下
端
比
較
的
薄
き
も
の
（
同
質
㊧
）
。



　
（
四
〉
ゆ
下
部
厚
く
上
都
に
到
る
に
從
ひ
厚
さ
を
減
す
る

も
の
（
同
圖
㊨
）
。

　
（
五
）
。
菱
形
格
子
の
機
に
部
曲
し
π
木
を
組
ん
だ
も
の

菱
支
輪
添
名
を
し
て
ぞ
。
實
例
は
霊
山
寺
本
裳
糠

噸
彌
轡
雛
欝
）
舞
に
あ
る
。

　
以
上
記
し
た
支
輪
は
t
無
論
飛
鳥
時
代
か
ら
1
総

て
裏
へ
板
を
張
る
。
板
の
張
り
機
は
縦
の
場
合
も
横
の
場

合
も
簿
い
の
も
厚
い
の
も
あ
る
。
此
の
後
ろ
へ
張
つ
だ
板

　
　
　
つ
　
つ

を
支
輪
板
ご
い
ふ
。

　
（
六
）
。
薄
い
季
た
い
板
を
斜
面
に
肘
木
か
ら
肘
本
へ
、
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

又
は
肘
木
か
ら
桁
へ
架
渡
し
だ
も
の
、
此
れ
を
「
板
支
輪
」

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
り
　
む
　
こ

ご
い
ふ
。
板
支
輪
ご
支
輪
板
ご
は
宇
の
順
序
が
一
寸
痩
つ

だ
丈
け
で
、
ご
つ
ち
で
も
よ
さ
さ
う
だ
が
無
恥
は
非
常
に

蓮
ふ
の
で
あ
る
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

　
室
町
時
代
に
な
る
ビ
、
油
日
十
手
楼
門
の
、
様
な
波
形

の
も
の
（
第
四
十
四
圖
㊧
）
が
出
來
る
Q
此
の
門
の
時
代
は

嚢
に
墓
股
の
説
明
の
ご
き
に
少
じ
疑
は
し
い
機
に
か
い
た

　
　
　
第
山
口
巷
　
　
　
研
徳
九
の
一
茶
　
　
　
H
皿
本
嘗
犠
態
筑
奔
鰐
撫
九
の
栞
（
第
七
旧
｛
）

が
（
第
五
巻
第
三
號
第
一
〇
八
頁
上
段
謬
照
）
、
其
後
行
か
な
い
か
ら
矢
張
今
で
も

時
代
推
定
の
確
信
は
な
い
が
、
他
に
適
當
な
圖
が
見
當
ら

な
か
っ
た
の
で
止
む
る
を
得
す
此
れ
に
し
て
お
い
た
。
波

形
支
輪
は
こ
ご
に
よ
っ
た
ら
鎌
倉
時
代
の
建
物
に
も
あ
っ

た
襟
な
氣
が
す
る
が
ざ
う
も
思
ひ
出
せ
な
い
。
將
來
聞
蓮

ひ
を
螢
期
し
次
第
訂
正
を
す
る
事
に
し
て
、
此
虚
で
は
室

町
か
ら
ビ
し
て
む
く
。
術
ほ
第
十
入
圖
㊨
・
㊨
を
も
墾
照

さ
れ
度
い
。
序
に
附
加
へ
る
が
、
い
ふ
迄
も
な
く
波
形
支

輪
の
支
輪
板
は
必
ず
横
に
張
っ
て
あ
る
。
薄
い
板
を
二
三

枚
接
ぎ
合
は
せ
た
の
ご
厚
い
板
の
支
輪
に
接
す
る
面
を
其

形
に
馴
染
よ
く
削
っ
て
張
っ
た
の
ご
あ
る
。

　
し
　
　
へ

　
挑
山
以
降
形
は
漸
く
ま
つ
く
な
り
、
最
早
室
町
の
、
標

に
全
膿
が
波
形
で
な
く
、
中
程
に
眞
薩
な
部
分
が
出
來
、

上
下
端
丈
け
が
反
封
の
方
面
に
急
劇
－
曲
峯
は
辛
く
小

さ
く
殆
ん
ざ
直
角
…
1
に
轡
曲
し
、
直
立
し
て
取
り
つ
け

ら
れ
て
み
る
の
が
多
い
。
但
し
板
支
輪
は
別
で
あ
る
。
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

四
十
五
圖
㊨
・
⑤
・
㊨
・
◎
に
桃
山
か
ら
明
治
泡
の
實
例
が

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
㎜
四
七
　
（
四
七
一
）



　
　
　
第
六
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
、
第
七
厨
）

墨
げ
て
あ
る
。

　
近
世
に
な
る
ご
「
波
板
支
輪
し
・
「
輪
違
支
輪
」
等
が
あ
る
。

此
等
は
四
角
な
木
を
除
き
支
輪
板
斎
け
に
し
た
備
な
も
の

で
第
十
八
圖
⑳
の
断
面
に
描
い
て
あ
る
の
が
一
例
、
こ
れ

は
青
龍
に
彫
刻
も
何
も
な
い
か
ら
、
正
面
圖
（
同
窟
滲
照
）
で
は

何
も
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
其
板
の
面
に
雲
や
浪
を
彫
っ

た
場
舎
に
「
雲
支
輪
し
だ
の
「
波
支
輪
」
だ
の
こ
い
ふ
名
を
つ

け
る
。
鎗
り
威
心
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
な
い
。
「
輪
蓮

支
輪
」
は
丁
度
圓
を
錦
鯉
繊
ぎ
の
機
に
し
π
も
の
、
江
戸
時

代
の
相
帯
大
き
な
建
物
に
用
ひ
ら
れ
て
る
る
。
實
例
は
爾

方
共
今
思
ひ
毘
せ
な
・
い
か
ら
、
見
付
次
第
あ
ご
か
ら
書
く

事
に
す
る
。

　
支
輪
及
び
支
輪
板
へ
は
昔
し
か
ら
絡
を
描
く
の
で
、
飛

鳥
瞬
代
か
ら
各
時
代
に
渡
っ
て
實
例
が
残
っ
て
み
る
Q
其

内
で
も
唐
招
提
寺
金
堂
の
は
際
立
っ
て
美
事
で
あ
る
。
東

大
寺
大
佛
殿
の
が
あ
っ
た
ら
串
分
な
い
が
、
不
幸
に
し
て

な
い
か
ら
止
む
を
得
な
い
が
、
正
倉
院
文
書
（
猷
唱
画
一
激
購
）

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
四
八
　
（
2
9
七
二
）

を
見
れ
ば
大
禮
の
想
像
は
つ
く
。

　
　
　
　
第
十
四
　
丸
　
　
　
桁

　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
サ

　
飛
鳥
時
代
は
断
面
が
長
方
形
、
例
へ
ば
法
隆
寺
金
堂
・

同
歩
廊
の
、
襟
な
も
の
（
第
三
十
圖
◎
・
第
四
十
圖
◎
）
o

　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

夫
れ
が
奈
良
時
代
に
な
る
ご
圓
若
く
は
需
圓
に
な
る
が
、

圓
の
方
が
多
い
（
第
十
二
圖
⑳
・
第
三
十
一
圖
＠
・
⑬
二
㊦
・

第
四
十
圖
⑤
・
＠
）
。
併
し
稀
に
は
殆
ん
ご
正
入
角
形
に
近

い
標
に
大
き
な
面
を
ε
つ
た
の
が
あ
る
。
大
和
榮
血
寺
入

角
粉
堂
の
九
桁
は
、
　
甲
斜
（
壁
織
駅
貯
Y
成
器
で
殆
ん
ご
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

方
形
で
あ
る
が
、
面
は
由
の
方
で
2
0
づ
、
、
成
の
方
で
2
1

つ
、
あ
る
。
，
故
に
巾
で
中
央
に
都
、
成
で
同
溺
残
り
、
面

巾
は
約
加
で
あ
る
か
ら
、
．
断
面
は
先
づ
正
書
角
形
こ
い
っ

て
も
大
し
て
不
都
合
で
は
な
い
。
そ
し
て
巾
叉
は
成
ご
面

ご
の
關
係
は
巾
又
は
成
を
各
々
七
等
分
し
、
其
爾
端
2
一
7

つ
、
を
面
ご
し
た
事
に
な
っ
て
み
る
。
木
罰
法
だ
ビ
面
は

一
一
1
0
乃
至
－
一
1
4
が
規
定
で
あ
る
。

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
李
安
晴
代
の
は
圓
・
八
角
・
四
角
等
で
、
前
期
の
は
室
生



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

寺
金
堂
及
び
塔
に
あ
る
（
第
四
十
一
圖
⑬
）
。
後
期
の
は
鳳

鳳
堂
（
同
岡
㊦
及
び
左
上
）
や
宇
治
上
図
肚
本
殿
（
第
四
十

二
圖
⑪
）
に
あ
る
。
鳳
鳳
堂
の
九
桁
も
大
面
取
で
は
め
る

が
、
榮
山
寺
の
に
比
べ
る
ε
大
分
に
小
さ
い
。
同
じ
割
合

を
ご
つ
て
み
る
ご
、
此
は
巾
叉
は
成
を
七
等
分
し
、
其
爾

端
1．6十

7

づ
、
を
面
ビ
し
だ
の
で
あ
る
。

鎌
倉
に
は
圓
は
な
い
が
濡
圓
な
ら
あ
る
（
第
四
＋
三
圏

㊧
）
。
　
叉
四
角
な
桁
の
四
隅
丈
け
を
ま
る
め
て
撫
角
に
し

だ
の
も
あ
る
（
同
圖
④
）
。

　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
以
下
各
時
代
圓
の
他
は
四
角
・
撫
角
∵
面
取
等
各
種
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
現
今
断
面
長
方
形
・
の
桁
で
も
九
桁
ざ
い
ふ
の
は
、
以
上

麗
し
た
や
う
に
昔
し
の
が
圓
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
最
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
四
角
の
許
り
で
あ
っ
た
な
ら
方
桁
か
角
桁
で
な
け
れ

ば
理
窟
に
合
は
な
い
。

　
鎌
倉
以
降
は
可
な
り
軒
反
り
の
強
い
建
築
が
流
行
し
た

か
や
う
な
場
合
に
は
柱
や
桁
で
加
減
を
す
る
。
さ
う
し
な

い
ご
反
り
が
思
ふ
襟
に
行
か
な
い
ゆ
師
ち
隅
柱
を
少
し
長

　
　
　
第
六
巷
　
　
　
研
究
の
栞
　
　
　
資
…
本
古
羅
…
築
研
究
の
栞
（
第
七
圓
）

く
し
（
從
て
頭
貫
も
少
し
反
ら
ぜ
）
、
桁
の
上
端
に
反
り
ご
矯
し
を
つ
け
る

の
で
あ
る
。
例
へ
ば
東
大
寺
鐘
楼
は
此
の
目
的
を
達
す
る

望
め
に
、
九
桁
の
上
端
に
反
b
つ
き
の
接
木
を
し
て
み
る

第
四
十
四
圖
⑳
に
貝
母
寺
号
殿
の
桁
が
あ
る
か
ら
、
賜
れ

を
見
れ
ば
要
領
は
贈
る
ご
思
ふ
。

　
建
物
が
大
き
一
軒
の
反
縛
の
多
い
場
合
に
は
、
隅
及
び

も
一
つ
手
前
の
柱
か
ら
適
宜
に
加
減
し
て
か
、
り
、
頭
貫

や
長
押
等
も
多
少
反
ら
せ
、
其
上
九
桁
に
相
當
の
反
り
増

し
を
つ
け
る
Q
さ
う
す
る
ご
軒
を
隅
で
左
迄
目
立
だ
す
に

工
合
よ
く
反
ら
せ
る
こ
ご
が
禺
趨
る
の
で
あ
る
。
今
か
ら

大
分
以
前
で
あ
っ
た
が
、
鎌
倉
時
代
の
あ
る
有
名
な
特
別

保
護
建
造
物
の
修
理
に
細
り
、
關
係
者
が
か
、
る
事
實
を

知
ら
な
か
つ
元
結
果
、
隅
柱
等
が
中
央
に
近
い
の
よ
b
少

し
長
か
っ
た
の
を
、
不
都
合
ご
し
て
切
り
縮
め
て
了
つ
た

そ
し
て
再
び
組
み
た
て
＼
見
た
ら
ご
う
も
う
ま
く
行
か
な

い
。
陰
れ
で
も
未
だ
氣
が
っ
か
す
無
理
を
し
て
修
理
萬
端

絡
了
後
漸
く
氣
が
つ
い
た
が
、
最
早
如
何
ビ
も
す
る
事
が

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
四
九
　
（
四
七
三
）



　
　
　
於
姫
目
皿
巻
　
　
　
研
耽
究
の
栞
　
　
　
胃
円
本
古
建
｛
染
研
「
究
の
栞
（
第
・
七
隅
ハ
）

田
來
な
く
て
受
訴
に
し
て
了
つ
た
さ
う
で
あ
る
。
ま
る
で

虚
の
臥
檬
な
話
し
だ
が
、
中
言
實
さ
う
で
あ
っ
だ
こ
あ
る
正
直

な
老
入
か
ら
聞
い
た
事
が
あ
る
。
斯
標
に
し
て
立
派
な
建

物
を
だ
い
な
し
に
し
て
了
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
十
蕊
　
寒
負
・
茅
負

　
二
重
軒
の
場
合
に
は
必
ず
軒
先
に
二
本
の
穫
木
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
テ
ヒ

奥
の
方
即
ち
地
ご
眉
唾
ビ
の
間
の
横
木
を
「
木
隠
」
、
前
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ヤ
テ
ヒ

方
邸
ち
諸
等
ご
裏
甲
ご
の
間
の
を
「
心
嚢
」
こ
い
ふ
。

　
｝
軒
に
は
雲
影
丈
け
で
木
負
は
な
い
。
住
宅
は
大
概
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ロ
コ
　
マ
ヒ

軒
で
あ
る
が
、
此
場
合
は
態
勢
ご
は
言
は
す
「
贋
木
舞
」
ε

い
ふ
。
記
し
の
建
築
で
は
欝
欝
は
見
え
掛
り
よ
り
見
え
隠

れ
の
方
が
長
く
て
太
し
か
ら
、
力
極
は
不
用
で
あ
っ
た
が

時
代
が
降
る
ご
怨
讐
は
大
抵
は
木
負
止
り
で
あ
る
し
、
地

種
も
劉
合
に
短
い
。
故
に
此
れ
等
で
木
負
や
茅
負
を
支
へ

る
カ
が
な
い
。
從
て
軒
は
直
に
下
っ
て
了
ふ
。
だ
か
ら
種

　
　
　
　
　
チ
カ
ラ
タ
ル
ヰ

何
本
目
か
に
「
力
樋
」
こ
い
ふ
太
い
長
い
特
別
製
の
橿
を
入

れ
、
軒
全
禮
を
支
持
せ
し
め
て
み
る
。
併
し
外
見
は
飛
讐

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
五
〇
　
（
四
七
四
）

の
鼻
の
下
端
に
小
鋼
型
の
古
点
が
打
っ
て
あ
る
他
は
、
普

蓮
の
樋
ご
全
く
同
一
だ
か
ら
下
か
ら
見
て
は
一
寸
匿
別
し

か
ね
る
。

　
木
負
は
上
端
を
美
男
が
入
る
襟
に
四
角
に
き
り
か
く
、

だ
か
ら
繁
橿
の
時
な
ぞ
は
、
極
を
取
除
け
て
木
負
丈
け
見

る
ご
恰
も
「
鋸
蟹
こ
（
b
d
9
巳
。
旨
。
暮
）
の
様
で
あ
る
。
カ
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ハ
ラ
ザ

何
も
な
っ
て
み
な
い
。
だ
か
ら
間
々
倫
約
し
て
充
座
の
様

に
断
面
三
角
形
の
木
を
用
ひ
た
の
が
あ
る
（
京
都
市
紫
野
大
徳
寺
三
門
上
下
露
）

　
　
　
　
ワ
ケ
イ
カ
ヅ
チ

京
都
賀
茂
別
空
写
奥
職
業
》
殿
の
木
負
は
、
一
寸
氣

が
つ
か
な
い
か
ら
い
、
様
な
も
の
、
、
ご
う
し
た
も
の
か

　
ソ
ト
ツ
ラ

其
外
面
が
僅
か
後
方
へ
斜
面
に
な
っ
て
み
る
、
だ
か
ら
引

繰
返
っ
て
居
る
…
機
で
、
外
槻
は
甚
だ
ま
つ
い
。
然
る
に
茅

負
だ
こ
、
其
ま
、
飛
業
繋
の
鼻
へ
乗
せ
て
あ
る
の
み
で
な

く
、
上
端
か
ら
墨
書
に
大
腰
で
打
付
け
て
あ
る
の
だ
か
ら

其
断
…
面
は
何
慮
を
ご
つ
て
見
て
も
四
角
で
、
木
負
の
樺
…
に

見
掛
倒
し
で
は
な
い
。

　
木
息
災
負
は
第
三
十
一
圖
・
第
四
十
圓
乃
至
第
四
十
五



圖
に
澤
山
萬
て
る
る
か
ら
、
用
ひ
所
ご
形
は
直
に
分
る
。

但
し
大
粒
に
於
い
て
鎌
倉
以
前
は
茅
負
よ
り
木
負
の
方
が

大
き
く
、
室
町
以
降
は
其
反
封
に
鼠
壁
が
轟
轟
よ
り
大
き

い
。
故
に
軒
先
の
方
が
上
し
厚
ぼ
つ
た
い
様
な
氣
が
し
て

輕
快
こ
い
ふ
意
に
乏
し
く
な
る
。

　
飛
鳥
時
代
の
は
｝
軒
だ
か
ら
、
前
記
の
通
り
蚕
包
丈
け

で
あ
る
が
、
潮
面
は
高
さ
に
比
べ
る
ε
巾
の
方
が
客
層
廣

い
か
ら
、
虚
血
こ
い
ふ
よ
り
は
寧
ろ
廣
小
舞
こ
い
つ
だ
方

が
い
、
位
。
法
隆
寺
西
院
歩
廊
の
軒
に
古
い
の
が
残
っ
て

み
る
。
大
さ
は
下
端
四
寸
七
分
に
高
さ
二
寸
七
分
（
響
）
。
上

醍
醐
纒
藏
の
茅
負
も
同
檬
に
軍
だ
い
が
、
此
れ
も
悪
妻
ひ

に
し
た
方
が
い
、
ε
思
ふ
。

　
盗
品
時
代
等
で
は
、
木
負
茅
負
は
大
概
断
面
が
長
方
形

で
め
る
が
、
鳳
鳳
堂
中
堂
の
茅
負
は
さ
う
で
な
い
。
中
堂

の
上
下
電
共
下
端
が
菱
形
に
し
て
あ
る
。
帥
ち
下
重
で
は

　
　
　
ソ
ム
カ
ド

下
端
の
外
角
で
六
分
、
上
重
は
同
五
分
丈
け
薄
く
削
ぎ
取

っ
て
あ
る
。
故
に
下
端
の
外
角
は
鈍
角
を
な
し
て
み
る
。

　
　
　
第
轟
ハ
艦
｝
　
　
研
究
の
栞
　
　
　
一
昌
本
＋
n
…
建
築
研
究
の
栞
（
第
七
画
）

何
故
か
う
し
た
か
ご
言
ふ
ご
、
建
物
の
軒
を
如
く
見
せ
る

た
め
飛
讐
の
勾
配
は
極
く
緩
く
し
て
あ
る
。
だ
か
ら
茅
負

下
端
の
外
角
が
直
角
だ
こ
、
緩
勾
配
の
飛
讐
の
鼻
へ
の
せ

れ
ば
、
ま
る
で
引
繰
返
っ
て
了
っ
て
甚
だ
不
満
足
な
結
果

に
な
る
。
故
に
茅
負
を
右
に
記
し
た
様
に
木
作
り
を
し
て

如
何
に
飛
讐
の
勾
配
が
緩
で
も
猶
且
茅
負
は
前
に
轄
ん
で

見
え
る
様
に
し
て
あ
る
。
嚢
の
翼
廊
の
地
極
こ
い
ひ
、
叉

此
茅
負
ご
い
ひ
實
に
用
意
周
到
な
も
の
で
あ
る
。
鳳
鳳
堂

は
ご
こ
か
ら
ざ
こ
迄
筍
も
し
た
所
は
な
い
。
世
人
は
絢
欄

扇
を
奪
ふ
内
部
の
装
飾
や
大
瓦
師
定
朝
の
彫
刻
に
の
み
重

き
を
置
き
，
か
、
る
細
部
に
於
け
る
名
匠
苦
心
の
跡
に
注

意
せ
ぬ
の
は
、
專
門
家
で
な
い
以
上
致
し
方
は
な
い
が
、

實
際
氣
を
つ
け
て
観
察
す
る
ご
、
斯
く
迄
細
心
の
注
意
を

以
て
計
劃
し
便
か
ご
洵
に
敬
服
に
た
え
ぬ
の
で
あ
る
。

　
鎌
倉
以
降
は
茅
負
外
面
の
中
頃
へ
、
其
全
長
に
添
ひ
て

一
つ
段
を
つ
け
た
の
も
あ
る
（
第
四
十
三
圖
㊨
）
。
木
工
の

方
は
切
り
か
く
部
分
が
成
の
面
分
以
上
だ
し
、
叉
つ
け
て

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
五
｝
　
（
四
七
五
）



　
　
　
第
六
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
縦
塞
古
耀
築
研
究
の
栞
（
第
七
画
）

も
見
え
も
し
な
い
か
ら
段
等
を
つ
く
る
事
は
な
い
◎
此
等

も
九
桁
ご
同
じ
　
隅
に
行
く
田
鼠
わ
増
し
を
つ
け
る
。
だ

か
ら
漸
面
の
形
も
だ
ん
だ
ん
墾
る
の
で
あ
る
。
長
野
縣
小

縣
郡
浦
里
村
大
法
寺
槻
暑
堂
厨
子
の
木
負
は
左
程
で
も
な

い
が
、
茅
負
の
反
り
は
葬
常
で
、
ま
る
で
圓
の
一
部
分
の

様
で
あ
る
Q
だ
か
ら
飛
讐
の
隅
に
近
ひ
扇
権
は
反
封
に
勾

配
が
つ
い
て
み
る
。
斯
標
な
茅
負
は
断
面
の
愛
化
が
殊
に

毒
し
い
の
で
あ
る
。

　
例
の
木
割
か
ら
い
く
ご
、
九
桁
・
木
負
・
工
商
の
下
端
が

陸
水
（
水
）
に
な
る
様
に
計
劃
す
る
の
を
替
し
て
あ
る
，

今
で
も
大
工
は
多
分
さ
う
思
っ
て
み
る
の
だ
ら
う
。
建
物

の
恰
好
を
ご
る
の
に
頗
る
簡
便
だ
か
ら
、
穴
勝
排
斥
す
る

に
は
當
ら
な
い
が
、
斯
機
な
規
則
に
拘
泥
す
る
ご
い
、
も

の
が
出
來
な
い
Q
廉
し
は
決
し
て
そ
ん
な
窮
屈
な
こ
ご
は

な
く
、
ご
う
で
も
よ
か
つ
π
Q
併
し
旨
然
に
此
三
つ
が
何

れ
の
建
物
に
於
い
て
も
略
ぽ
一
水
李
線
上
に
あ
る
機
に
な

っ
て
み
る
。
商
標
な
事
實
か
ら
考
へ
て
、
斯
様
な
規
則
を

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
五
二
　
（
四
七
六
）

き
め
た
の
・
で
あ
ら
う
。

　
む
　
　
　
　
　
　

　
投
ご
居
定
　
騰
り
專
門
に
な
り
過
る
か
も
知
れ
な
い
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
グ

普
通
出
て
凍
る
言
葉
だ
か
ら
一
寸
説
明
を
し
て
お
く
。
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ト
カ
ド

（は

�
~
う
の
名
ぱ
投
勾
配
）
）
ご
は
木
蔦
又
は
茅
負
の
外
角
（
騰
誓
聾

　
　
　
タ
デ
ミ
ズ

を
熾
る
立
水
（
蜥
愚
図
》
、
其
れ
等
の
外
面
こ
の
勾
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ジ
ヤ
ウ

を
い
ふ
（
第
四
十
三
圖
㊨
）
。
糠
蝦
（
罐
）
ご
は
地
種
や
飛

篇
極
に
反
り
の
あ
る
場
合
に
、
木
負
又
は
茅
戸
の
下
端
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ク
ミ
ズ

カ
ド

角
（
外
角
で
も
内
角
で
も
嗣
じ
事
）
を
通
る
陸
水
こ
の
勾
配
を
い
ふ
の
で
あ

る
（
第
四
十
三
圖
㊨
）
。
ご
こ
ろ
が
或
る
一
派
の
人
は
、
右

に
説
明
し
た
「
投
」
を
「
滴
定
」
こ
い
っ
て
る
る
。
ざ
ち
ら
が

眞
か
剣
ら
な
い
。
ざ
ち
ら
で
も
い
、
で
は
暖
隊
で
困
る
の

だ
か
ら
今
は
右
の
通
り
に
定
め
る
事
に
す
る
。

　
　
　
　
箆
十
六
　
天
　
　
弊

ゆ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
ク
ミ
イ
レ

　
飛
鳥
か
ら
宴
安
迄
は
「
組
入
天
井
し
で
あ
る
。
此
れ
は
断

面
が
四
角
で
細
長
い
木
を
、
割
合
に
狭
い
相
等
し
い
距
離

間
隔
に
直
角
に
組
ん
だ
も
の
で
、
法
隆
寺
金
堂
・
笹
野
寺

東
塔
・
唐
招
提
寺
金
堂
・
室
生
寺
金
堂
・
同
五
重
塔
・
醍
醐
寺



五
重
塔
（
聯
姻
附
卜
綱
砲
臆
Y
李
等
院
鳳
風
堂
・
法
界
寺
阿
彌
陀

堂
等
総
て
皆
な
此
の
種
の
天
井
で
あ
る
、

　
高
知
縣
長
岡
郡
豊
永
村
大
字
寺
内
に
藥
師
堂
こ
い
ふ
小

さ
い
建
物
が
あ
る
。
特
2
4
保
護
建
造
物
で
楼
…
式
か
ら
観
る

ご
軍
安
後
期
、
本
奪
藥
師
座
像
の
朧
内
に
は
仁
準
の
墨
書

銘
が
あ
る
か
ら
、
多
分
仁
4
年
問
の
建
築
で
あ
ら
う
。
其

内
陣
は
猿
頬
天
井
（
碑
畷
州
噛
繭
ゆ
雅
碇
齢
厭
羅
郎
腰
ろ
螺
倣
酔
婦
肥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜘
鶴
叢
）
で
あ
る
、
其
猿
類
揮
橡
景
雲
騨
位
）
で
、
面

は
巾
の
方
で
㌍
あ
・
、
萎
面
の
大
・
は
巾
の
訟

で
あ
る
。
準
安
時
代
の
角
柱
の
一
邊
ご
面
こ
の
關
係
は
約

1
了
・
i
i
1
蕊
、
鎌
倉
時
代
の
は
約
1
碗
1
■
8
、

室
町
に
な
る
ε
約
1
砺
－
主
1
0
で
あ
る
。
仁
李
は
言
ふ

奪
委
末
で
あ
・
か
臭
井
の
面
幽
晦
で
鎌

倉
に
近
く
騰
れ
よ
り
少
し
大
き
い
の
は
當
然
で
あ
る
Q
此

の
天
井
は
形
歌
か
ら
先
づ
窯
初
の
も
の
ε
推
定
さ
れ
る
が

不
完
全
な
が
ら
面
の
研
究
か
ら
し
て
も
、
當
初
の
も
の
こ

す
る
事
が
出
馨
る
ご
思
ふ
Q
果
し
て
然
ら
ば
猿
頗
天
弁
は

　
　
　
轄
罪
山
喫
緊
　
　
　
研
一
究
の
栞
　
　
　
口
H
本
宵
建
築
研
究
の
一
栞
（
第
七
煽
）

李
安
後
期
か
ら
在
っ
た
の
で
あ
る
Q

稀
に
往
生
極
意
院
（
大
原
三
千
院
）
本
堂
内
陣
の
挙
れ
の
讐
、

所
謂
船
底
天
井
も
あ
る
が
か
、
る
特
殊
の
も
の
は
除
外
例

で
あ
る
。

　
聖
代
で
「
小
組
格
天
井
」
が
初
め
て
出
來
た
。
中
奪
寺
金

色
堂
内
陣
上
は
此
の
種
の
天
井
で
．
あ
る
。
富
貴
寺
大
郷
も

矢
張
こ
れ
だ
が
、
初
め
か
ら
斯
榛
で
あ
っ
た
か
否
か
、
私

は
少
し
疑
が
あ
る
か
ら
此
れ
は
や
め
に
し
て
も
、
金
色
堂

の
撲
な
代
表
的
建
築
に
あ
る
以
上
は
確
か
で
あ
る
Q
併
し

驚
く
例
は
急
な
か
つ
だ
。
此
れ
が
流
行
し
だ
し
π
の
は
次

の
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

鎌
倉
時
代
か
ら
で
あ
る
。
第
四
±
二
圓
㊤
郎
ち
藥
師
寺

東
零
丁
一
此
れ
は
弘
安
八
年
半
建
築
た
る
事
は
棟
札
の

墨
書
か
ら
確
か
で
あ
る
一
i
法
隆
寺
王
冠
院
等
の
天
井
は

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
グ
む
が
ウ

愚
な
此
れ
で
あ
る
。
小
組
格
天
井
ε
は
、
下
端
に
簡
輩
な

面
を
ビ
つ
淀
四
角
な
細
長
い
木
を
h
比
較
的
大
き
な
距
離

間
隔
（
距
離
定
閲
踊
ε
に
必
ず
し
も
煽
等
し
く
な
く
定
も
い
・
だ
か
ら
格
澗
1
1
正
方
形
の
蒔
も
長
方
形
の
癖
も
あ
る
）
組
み

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
五
三
　
（
四
七
七
）



　
　
　
第
六
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
H
輪
軸
建
築
研
究
の
栞
（
第
七
瞬
）

更
に
大
格
聞
の
内
を
細
か
い
澤
山
の
正
方
形
に
嘔
劃
七
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ウ
ブ
チ

の
を
い
ふ
。
壁
の
所
か
ら
格
橡
（
下
嫡
に
簡
単
な
面
を
取
つ
索
四
角
で
細
長
い
木
の
名
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
リ
ア
グ
コ
　
グ
ミ

支
輪
の
標
に
曲
げ
て
一
段
高
く
し
た
の
を
「
卓
上
小
組
格

天
井
」
ε
い
ふ
。
更
に
此
の
築
上
小
組
格
天
井
の
一
部
分

を
（
禦
規
碓
畷
）
、
里
の
方
法
で
高
一
し
た
の
を
「
二

重
折
上
小
組
格
天
井
」
こ
い
ふ
。

　
此
の
種
の
天
井
は
、
苗
代
に
流
行
し
た
か
ら
、
從
て
非

常
に
洗
練
さ
れ
登
達
を
し
た
。
同
じ
種
の
室
町
時
代
の
ざ

比
較
す
る
ご
垢
抜
が
し
て
み
る
か
ら
、
時
代
は
よ
く
分
る

斯
標
な
次
第
だ
か
ら
小
組
格
天
井
は
鎌
倉
時
代
に
出
來
π

ご
い
っ
て
も
差
支
は
な
い
。

飯
豊
（
多
寅
塔
を
含
む
）
は
総
て
此
の
天
弁
で
、
支
輪
間
・
格
間
に

一
々
極
彩
色
で
草
花
を
描
く
に
定
ま
っ
て
み
る
。
興
編
寺

三
重
塔
・
露
山
寺
三
重
塔
・
不
退
寺
多
寳
塔
（
奈
良
縣
添
上
郡
佐
保
村
大
字
法
蓮
）

・
浮
瑠
璃
寺
三
重
塔
（
鯨
榔
浦
糊
灘
椰
欝
Y
石
山
寺
画
論
搭
（
櫨
）

等
の
初
重
内
部
天
井
は
皆
な
此
の
式
で
装
飾
し
て
あ
る
。

　
小
組
・
折
上
小
組
・
二
重
折
上
小
組
絡
天
井
の
場
合
に
は

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
五
四
（
四
七
八
）

天
井
ご
長
押
セ
の
問
の
小
壁
に
連
子
を
入
れ
る
の
が
流
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
。
蓮
子
は
横
の
も
縦
の
も
あ
る
が
、
細
く
て
密
接
し

て
み
る
か
ら
、
天
井
ご
よ
く
調
和
し
て
氣
持
が
い
、
。
既

に
例
に
引
い
た
法
隆
寺
聖
難
院
や
藥
師
寺
東
院
堂
の
内
陣

天
井
は
傷
心
の
連
子
入
に
な
っ
て
み
る
。

　
當
代
に
は
無
論
普
通
の
格
天
井
も
あ
っ
た
。
説
明
す
る

泡
も
な
い
が
小
組
格
天
井
の
内
の
小
組
の
な
い
も
の
で
相

隣
れ
る
格
間
に
は
互
ひ
底
ひ
に
板
を
張
る
の
で
あ
る
。
・
其

張
り
方
は
格
橡
に
季
食
せ
る
場
合
ご
封
角
線
の
方
向
ビ
ニ

種
あ
る
。

　
組
入
天
井
ご
格
天
井
ご
の
差
は
、
二
）
格
橡
の
距
離
間

隔
が
狡
い
ご
廣
い
ご
、
（
二
）
格
橡
の
下
端
に
面
が
無
い
ご

あ
る
ご
、
（
三
）
櫨
凹
逸
せ
る
格
間
韮
0
遺
に
板
を
張
っ
た
の
こ

相
隣
れ
る
格
問
互
ひ
違
ひ
に
板
を
張
っ
た
の
こ
、
先
づ
此

の
位
の
も
の
だ
か
ら
、
贋
義
に
於
い
て
は
同
じ
も
の
で
あ

る
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
リ
メ
ン

　
格
橡
下
端
の
面
も
、
簡
輩
な
「
切
面
し
（
Ω
胴
親
勘
戦
）
に
し

　
、

・
　
淋



　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ト
　
メ
ン

π
の
ご
、
少
し
町
曝
に
「
唐
戸
面
」
に
し
た
の
こ
あ
る
。
豊

後
富
貴
寺
大
堂
の
格
橡
下
端
に
は
唐
戸
面
の
標
な
面
が
取

っ
て
あ
る
が
、
襲
に
も
記
し
た
通
り
ご
う
も
此
れ
は
文
和

二
年
大
修
繕
の
時
の
で
は
な
い
か
ε
思
ふ
が
、
幸
に
私
の

想
像
が
誤
っ
て
み
て
當
初
の
も
の
で
あ
る
こ
す
る
ビ
、
か

、
る
面
は
李
安
後
期
か
ら
あ
る
事
に
な
る
Q
若
し
さ
う
で

な
い
ご
す
る
ご
、
前
述
の
通
b
仁
李
の
建
築
に
猿
頬
面
が

在
っ
た
し
、
確
か
金
色
堂
も
内
陣
天
井
格
に
切
面
が
取
っ

て
あ
っ
π
ど
記
憶
し
て
み
る
。
だ
か
ら
切
面
（
講
鰭
概

凝
。
）
は
少
な
一
こ
も
李
安
後
期
か
ら
在
っ
た
の
で
あ
る
。

併
し
賜
れ
を
大
成
し
た
の
は
小
組
格
天
井
同
機
鎌
倉
か
ら

で
あ
る
。

格
橡
鍍
の
例
は
第
四
＋
三
郎
璽
醸
頬
Y
第
四
＋
五
圖

㊨
爺
戸
）
に
か
い
て
あ
る
。
前
者
は
小
組
格
天
井
、
後
者
は

二
重
折
上
小
組
格
天
井
の
例
。
此
の
折
上
又
は
二
重
下
上

の
場
合
に
、
折
上
げ
た
部
分
に
用
ひ
て
あ
る
太
い
支
輪
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

様
な
格
橡
を
「
畿
の
尾
」
、
各
隅
に
4
5
に
あ
る
の
を
「
隅
魑

　
　
　
第
山
ハ
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
H
本
通
魔
～
築
研
究
の
栞
（
第
七
匝
）

の
尾
」
こ
い
ふ
。
い
つ
頃
か
ら
か
う
い
ふ
名
が
つ
い
た
の

か
未
だ
調
べ
て
み
な
い
が
、
新
し
い
本
に
は
皆
な
此
の
名

で
か
い
て
あ
る
し
、
…
般
に
蓮
苦
し
て
る
る
か
ら
知
っ
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
チ
ガ
ヒ

　
他
に
當
代
は
ま
た
「
手
違
天
井
」
が
稀
に
あ
っ
た
。
支
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
グ
ン

ご
同
じ
く
圓
を
七
賓
畿
ぎ
に
し
た
襟
な
も
の
Q
此
は
慈
眼

院
多
寳
塔
（
大
阪
府
泉
南
郡
日
根
野
村
大
字
野
田
）
の
軒
天
井
に
實
例
が
あ
る
が
、

果
し
て
當
初
の
も
の
か
ざ
う
か
今
記
憶
が
な
い
か
ら
、
今

後
折
b
が
あ
っ
た
ら
再
び
槻
て
、
若
し
古
い
も
の
で
な
い

ε
い
ふ
推
定
が
出
來
だ
ら
要
項
〃
取
消
す
事
に
す
る
が
、

今
は
兎
も
角
も
墨
げ
て
お
く
。
他
に
確
實
な
も
の
を
御
承

知
の
方
は
ご
う
か
御
激
示
を
賜
は
り
度
い
。

　
も
一
つ
各
誌
に
「
鏡
天
井
」
が
あ
っ
た
。
鏡
ご
い
っ
て
も

顔
や
姿
が
寓
る
の
で
は
な
く
、
軍
た
い
板
天
井
の
事
で
あ

る
。
灘
宗
建
築
の
内
陣
天
井
は
い
つ
も
こ
れ
で
、
新
し
い

の
に
な
る
ご
、
よ
く
天
井
の
眞
中
に
入
方
睨
み
の
龍
が
か

い
て
あ
る
Q
，
爲
念
断
っ
て
お
く
が
此
の
天
井
は
勿
論
灘
寺

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
五
五
　
（
四
七
九
）



　
　
　
第
六
巻
　
　
　
研
究
の
栞
　
　
　
二
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
七
囲
）

に
限
る
の
で
は
な
い
。
　
一
例
を
墨
げ
る
ご
、
天
台
宗
寺
門

鴬
遷
密
話
峰
定
寺
本
掌
懸
垂
鞭
唖
．
）
の
内
陣
天
井

は
矢
張
鏡
に
な
っ
て
み
る
。
太
秦
廣
隆
寺
の
桂
宮
院
の
天

弁
も
同
断
．
で
あ
る
。

　
肥
れ
か
ら
法
隆
寺
夢
殿
内
陣
論
弁
の
…
糠
な
編
幅
傘
式
な

の
は
、
応
安
時
代
の
舟
底
天
井
の
様
に
蒔
殊
な
も
の
だ
か

ら
、
矢
張
励
扱
に
し
た
方
が
い
、
ε
思
ふ
。

　
あ
　
　
ヘ
　
　
ミ
　
　
も

　
室
町
時
代
に
な
る
ご
穣
閣
建
築
が
盛
に
な
っ
た
。
代
表

的
遺
物
は
鹿
苑
寺
金
閣
ざ
慈
照
寺
銀
閣
、
此
等
に
は
鏡
天

井
が
最
も
多
く
用
ひ
ら
れ
た
。

　
つ
つ
　
　
　
む

　
門
訴
天
井
も
此
の
時
代
か
ら
多
く
な
っ
た
。

　
し
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
桃
山
時
代
以
降
は
以
上
記
載
し
た
総
て
の
種
類
の
天
井

が
あ
る
。
併
し
組
入
天
弁
は
殆
ん
ざ
な
く
な
つ
淀
襟
で
あ

る
。
格
天
井
の
場
合
に
、
格
橡
を
黒
漆
で
塗
り
、
格
間
へ

動
植
物
又
は
模
様
等
を
か
い
た
の
も
當
代
に
澤
山
あ
る
。

江
戸
時
代
に
入
る
ビ
釜
々
多
く
な
る
。
日
光
廟
等
は
大
概

さ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
一
五
六
（
四
二
○
）

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
江
戸
時
代
の
建
築
た
る
黄
壁
小
山
萬
爾
寺
本
堂
や
開
山
堂

は
正
面
深
さ
　
間
蓮
り
吹
き
放
し
に
な
っ
て
み
る
が
、
其

部
分
の
天
井
の
横
断
面
は
電
弧
挑
（
ω
。
σ
q
巳
。
艮
適
当
畠
）
の

様
に
な
っ
て
み
て
、
　
一
般
に
「
黄
壁
小
思
弁
」
と
一
．
｝
て
知
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ン

て
る
る
。
黄
葉
の
建
物
は
大
部
分
明
式
だ
か
ら
、
矢
張
此

れ
等
は
轟
轟
ひ
の
方
が
い
、
ざ
思
ふ
が
、
か
、
る
天
井
も

あ
っ
π
か
ら
＝
言
し
た
の
で
あ
る
。

　
日
光
や
其
他
の
廟
建
築
に
は
、
格
橡
が
吹
き
省
せ
に
な

っ
た
の
も
あ
る
。
此
れ
等
は
画
然
格
天
井
の
内
へ
入
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。

　
其
他
茶
室
建
築
に
は
各
種
の
天
井
も
あ
る
が
、
除
も
長

く
な
る
か
ら
略
し
て
お
く
。

　
　
　
条
　
　
興
　
　
層
　
　
弊
　
　
斬
　
　
讐
　
「
藤

　
斗
・
肘
木
・
木
鼻
・
陰
股
・
虹
梁
等
ご
ち
が
ひ
、
樋
．
尾
橿
。

九
桁
・
天
井
等
は
、
競
れ
乾
け
が
一
つ
別
に
あ
っ
た
の
で

は
、
特
殊
の
も
の
、
他
は
時
代
鯛
定
は
頗
る
困
難
で
あ
る

先
づ
支
輪
が
一
番
見
當
が
つ
き
易
い
が
、
其
内
で
も
板
支

蜘



輪
は
剣
ら
な
い
。

　
今
同
の
は
私
が
一
番
研
究
の
堅
い
方
面
で
あ
る
上
に
、

多
忙
の
爲
め
大
急
ぎ
の
起
稿
で
あ
る
か
ら
、
誤
脱
も
定
め

て
多
い
事
ご
思
ふ
。
い
つ
れ
他
日
訂
正
の
折
も
あ
ら
う
か

ら
、
夫
れ
迄
は
役
員
の
方
々
並
に
讃
者
諸
彦
の
お
麿
を
願

ひ
度
い
の
で
あ
る
。
（
大
正
＋
年
二
月
二
＋
刀
稿
了
）

紹

介

⑳
日
本
風
俗
全
史
窓
一
（
結
髪
化
粧
史
上
研
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頭
蓋
士
　
江
　
馬
　
　
勝
著

我
國
風
俗
に
蘭
…
す
る
史
的
研
究
の
必
要
な
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
・
き
事
な
が
ら

其
關
係
で
ろ
所
頗
る
廣
汎
に
亙
る
た
以
て
審
易
に
手
た
下
し
能
ば
ざ
り
し
が

今
や
篶
學
精
働
な
る
江
馬
撃
殺
の
日
本
風
俗
全
史
の
蓮
績
綴
版
を
見
う
に
至

“
し
ほ
慰
労
の
糞
め
に
大
に
慶
蜘
資
す
べ
姦
・
所
な
り
賛
す
本
壷
穆
μ
一
一
一
浦
…
甘
口
士
の

序
丈
に
も
見
ゆ
る
如
く
從
來
の
風
俗
更
が
欲
界
全
般
の
風
俗
な
各
時
代
に
列

暴
ゼ
し
に
興
し
て
史
上
の
事
項
に
横
噺
的
に
寵
寵
し
謀
る
所
に
其
特
長
な
認

む
べ
く
今
回
公
け
に
ぜ
る
結
髪
化
粧
吏
ば
全
麗
日
版
の
肚
暴
の
第
一
歩
力
り

第
六
巷
　
　
紹

介

先
づ
第
一
編
序
説
に
に
風
俗
吏
に
驕
す
ろ
一
般
的
認
越
を
な
し
固
有
風
俗
畦

代
、
唐
風
模
倣
呼
代
、
闘
風
嚢
蓮
噂
代
の
三
編
に
大
潤
し
て
各
編
首
に
暗
代

の
二
三
な
蓮
ぶ
二
三
ば
層
三
編
固
有
風
俗
当
代
第
一
章
先
史
時
代
に
於
て
ば

先
兜
民
族
ミ
し
て
存
在
ぜ
し
土
蜘
蛛
蝦
夷
の
如
侮
な
る
人
種
な
る
や
に
粘
し

て
は
考
古
學
者
間
に
コ
ロ
瀞
ソ
ク
ル
説
及
ア
イ
ヌ
観
あ
り
て
未
だ
一
定
ぜ
ざ

れ
ご
も
後
世
の
傅
親
か
引
用
し
て
其
日
霜
を
明
か
に
す
べ
し
ビ
て
景
行
紀
四

十
年
の
條
に
よ
り
て
彼
等
穴
居
の
造
跡
は
堅
穴
食
し
て
残
存
す
ε
し
貰
塚
嚢

見
品
に
よ
り
て
誼
恥
部
風
化
粧
た
徴
し
並
べ
し
定
ぜ
ろ
の
類
な
り
而
し
て
各
編

た
髪
風
、
容
侮
、
化
粧
等
の
諸
館
に
分
ち
井
に
髪
、
櫛
、
璽
、
　
瓦
飾
，
入
墨

白
粉
、
紅
、
爾
黒
等
の
諸
項
目
に
就
き
て
或
は
考
古
學
考
の
観
な
引
き
或
は

認
紀
、
風
土
記
、
歌
謡
、
館
遊
園
魔
、
鞍
仙
林
漫
鋲
等
に
よ
り
、
或
は
叉
土
偶

榊
像
、
絡
巷
物
に
よ
り
て
詑
述
ゼ
リ
第
三
編
唐
風
模
倣
時
代
第
一
章
髪
風
第

二
筋
女
子
の
條
に
一
筋
止
長
、
三
筋
垂
髪
、
頭
上
一
路
麗
な
淋
像
よ
り
説
き

表
る
が
如
き
に
本
書
濁
特
の
黙
力
ろ
べ
し
霧
眞
版
十
三
葉
な
添
ふ
菊
版
一
入

九
頁
（
定
儂
五
、
0
0
京
都
山
本
丈
華
堂
鍍
行
）
〔
中
村
〕

醗
灘
富
麗
㌍
　
日
本
書
紀
古
本
集
影

一
帖

大
正
九
年
ほ
恰
も
日
本
書
絶
の
誌
上
後
瀧
一
千
二
百
年
に
相
著
せ
る
よ
り
東

京
に
於
け
ろ
臼
本
書
紀
撰
進
千
二
・
百
年
紀
念
會
に
於
て
ロ
搏
年
五
月
二
十
二

日
其
認
念
祭
典
及
び
講
演
な
催
し
肇
日
書
聖
古
本
の
展
親
存
行
ひ
実
り
し
が

本
書
に
常
日
研
陳
ゼ
ら
れ
罵
る
も
の
・
中
重
な
ろ
も
の
・
鴬
野
七
十
枚
ミ
陳

列
㎜
画
濡
六
十
二
部
の
解
州
説
ぐ
」
島
牧
め
叉
離
〃
賀
櫨
響
士
｛
口
M
本
書
紀
に
曲
肌
き
く
て
、
」
上
日

誌
博
士
「
東
洋
史
上
よ
り
観
弱
る
口
本
書
紀
」
黒
板
憧
士
　
「
日
本
書
紀
撰
．
修
の

第
三
號

一
五
七
　
（
四
入
一
）

／


